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はじめに
本稿は、東北帝国大学第 7 代総長の熊谷岱蔵（1880～1962）によって行われた学内事務改革
の動向の一端を明らかにするものである。
熊谷岱蔵は長野県生まれ、第一高等学校大学予科第三部・東京帝国大学医科大学で学んだ
のち、ドイツ留学を経て1913年東北帝国大学医学専門部教授・附属医院第二内科医長に就任、
1915年東北帝国大学医科大学教授を兼任、1916年内科学第一講座担任となる（1919年東北帝国
大学医学部教授）。糖尿病研究では膵ホルモン（インシュリン）の抽出に成功するなどの成果を
おさめ、結核研究では肺結核の発生・遂展の研究、BCGワクチンの開発などで知られる。戦後
1946年に退官、1952年には文化勲章を受章した1）。
熊谷は1940年 5 月から1946年 2 月にかけて東北帝国大学の第 7 代総長を務め、在職中には
1941年選鉱製錬研究所・抗酸菌病研究所、1943年科学計測研究所・航空医学研究所・高速力学
研究所、1944年電気通信研究所・非水溶液化学研究所、1945年硝子研究所と、数多くの附置研
究所の設置に関与、のちに「研究所大学」と呼称されるような研究体制を構築したことで知ら
れる。それゆえ、熊谷の総長期の動向については、『東北大学五十年史』・『東北大学百年史』が
研究所増設を中心に触れているものの2）、熊谷が総長としてどのような考えをもとに研究体制を
構築したのかは必ずしも明らかにはなっていない。
また永田英明氏は、戦中から戦後初期にかけての東北帝国大学における管理運営について検
討し、大学の最高意思決定機構である評議会とは別に大学制度を審議する振興委員会という場
を設け、熊谷が総長主導による大学制度改革を推進しようとしたと指摘している3）。ただし、永
田氏の研究も、熊谷自身の思想に踏み込んだ考察は行っていない。
そこで本稿では、熊谷の思想と熊谷総長期に行われた事務改革の関係を明らかにすることで、
彼の思想から当該期の大学の運営を考える意義を間接的に示したいと思う。ちなみに、東北帝
国大学の事務組織については、永田氏が庶務課と学生課のそれぞれについて、規程によって定
められた職務分掌と現存している文書との関係を考察しているが4）、果たしてそれぞれの課が規
程通りに職務をこなし文書を作成していたのかどうかは、具体的な事務の実態を明らかにする
必要があろう。本稿では、東北大学史料館に現存する式辞草稿の立案過程の分析を通じて、職
務分掌と現存文書の関係をあわせて検討してみたい。
1 　熊谷と事務改革
（1）事務文書の口語化
法文学部教授で戦後新制東北大学の総長となる高橋里美が、熊谷の総長としての活動につい
て、以下のように回想している。
　熊谷さんは学内事務の刷新を意図せられた。総長になられるや否や、朝早く登学して、洗
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面所のタイルのよごれを自分でごしごしたわしで磨かれたということであるが、それはと
もかくとして、庶務、会計、学生課等の部屋に自分の机をもち出して、そこから親しく事
務の実態を見ることにされたのには、事務員達もさぞ恐れをなしたことであろう。こうし
て熊谷さんは学内の事務の実体を把握した上で、統一的な施策を講ぜられたのであるが、
その結果は研究所は研究施設の大増設計画となって現われた。その計画が大方実現するに
至ったのは、戦時下という特別の事情もあったが、何といっても熊谷総長の創見と熱意と
行政的手腕によるものである5）。
具体的な動向は窺い知れないものの、熊谷が学内事務の刷新を企図し、庶務・会計・学生課
などの事務を親しく見ていたこと、それが研究所増設計画の基礎となっていたことが指摘され
ている。熊谷が学内事務に関心を抱いていたことは、高橋以外の教員の回想からも見て取れる
ので6）、熊谷が何らかの事務改革を考えていたことは事実と思われる。
それでは具体的にはどのような事務改革を熊谷は企図していたのであろうか。その一端を窺
い知れるものに、熊谷自身が設立に関与した抗酸菌病研究所の教授であった岡捨己の以下のよ
うな回想が残っている。
　文章についても関心をもたれ、文章は話すそのままを表現しなければならないといってお
られた。総長時代に各官庁にさきがけ、すべての通牒を口語文にされたことも知られてい
ることである7）
中央官庁などに先駆けて大学で作成される事務文書の口語化に取り組んだことが知られる。
この点について、大学の最高意思決定機関である評議会にて、熊谷自身が口語化の推進を企図
していたことは、1942年 7 月21日評議会の議事録より確認できる。
　二、公文書ヲ口語体ニスル件
　熊谷総長　公文書ヲ内部デハ口語体ニ改メツツアルガコレヲ更ニ広メテ実施スルコトトシ
テハ如何。規程デキマツテヰルモノトカ形ニ嵌ツテヰルモノ等ハ研究ノ余地ハアロウガ、
　廣濱学生課長　文例ヲ作ツテ事務員ヲ集メテ講習ヲヤツテハドウカ
　小林理学部長　文句ガ長クナル虞ガアル。又例ヘバ授業料ノ督促ナドノ場合ニハドウ書ク
カ困リハシナイカ。
　中川評議員　現行ノ官庁文書ハ永年ノ間ヤツテキタノデ含蓄ノアル中中ヨイトコロガアル。
コレヲ立派ナ口語体ニ変ヘルコトハ一朝一夕デハ困難ト思ハレルガ、併シヤルナラバ言
文一致ト云フノデナシニ文語体ノハイツタ口語体ノ方ガヨイト思フ。文章軌範ヲ作ツテ
ハドウカ。
　濱住評議員　口語体ハ中々ムヅカシイ、尚口語体ヲ用ヒルト上下ガ対等ト云フ風ニナリハ
セヌカ、学生ニ通知トカ掲示ノトキニ困ラヌカ。
　廣濱学生課長　庶務課長ヲ中心トシテ研究シテミタラヨカラウ。
　熊谷総長　ソレデハ部内ダケハマズ実施スルコトトシ、尚凡例ヲ研究サセルコトニシヤウ。
　一同了承8）
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この記録からは、この提案以前から内部においては口語化が実施されつつあるが、これを熊
谷が更に徹底させるべきと考えていること、小林巌理学部長・中川善之助法文学部教授・濱住
松二郎工学部教授など各部局の教員は必ずしも口語化に諸手を挙げて賛同しているわけではな
いこと、結果として部内における実施に留め凡例を研究することが承認されたことがわかる。
議事録では抹消されているが、議事録の原稿からは、熊谷が「外部ニ対シテモ口語体ニシテハ
如何」と、学内のみならず学外に対しても適用する腹づもりであり、「総長会議ニ提案シヨウト
思ツタガ先ツ自分ノトコロデ実施シテカラ」と、将来的には帝国大学総長会議に提案しようと
考えていたことが知られる。
その後、文章軌範や凡例が作成されたのかは確認できないが、実際の事務文書上においては
変化が見られた。例えば、1942年 3 月 2 日に会計課により起案された「昭和十八年度概算書類
提出方照会ノ件」の一節には、「昭和十八年度予算概算要求書類（正・副二部）来ル四月二十日
迠ニ御提出相成度依命此段及照会候也」9）と候文で書かれた文言が、1944年 3 月31日に起案され
た「昭和二十年度概算書類提出方照会ニ関スル件」においては、「昭和二十年度予算概算要求書
類来ル四月末日迠ニ必ラズ御提出相成ル様命ニ依リ照会シマス」10）と口語体に改められており、
熊谷の提案が採用され実施に移されたことが確認できる。
（2）口語化の意図
それでは、熊谷が事務文書の口語化を推進した意図は何であったのか。戦後のものであるが、
熊谷が1947年 8 月 1 日刊行の『抗酸菌病研究雑誌』第 2 巻第 1 号に寄稿した「日本語の表現の
欠陥」11）という文章から、その意図を探ってみたい。
熊谷は「我国の学術研究の欠陥の一つ」として、「考へたものを表現する言語及び文章の欠陥」
を指摘し、その具体的な欠陥として以下のような事例を挙げる。
　日々新聞雑誌にあらはるゝ政府声明、政治家、実業家の演説を読んでも多くは冗漫、誇張、
形容詞ばかり多く如何にも重要のやうに見えて内容の分らない意味のない文字、比喩のみ
をつらねてあるのみである。又所謂文士なる人々の書いたものを見ても大同小異である。
書いてあることが不明瞭ばかりでなく又理由づける論理がない、演説を聞いても多くさう
である
このような欠陥がもたらされる理由を、熊谷は「日本人の文章は中年以上の人のみならず現
代の子供のものでも支那－漢文の影響下にある」と漢文の影響に求めている。「由来漢文は簡潔
を貴ぶ、これが我国に入つて日本の文章も含蓄あるを貴び簡単に表現して大部分を想像に委せ
る、つまり簡単な言葉の中に複雑な内容を含む暗示的のものが貴ばれる」とするように、熊谷
は簡潔な表現を用いる漢文では、思想を率直に表現したり、思想を明瞭正確に言語や文章に表
現することが困難であると認識している。そして、これを改善するための方策として、自らが
実践した事務文書の口語化が位置づけられている。
　以前より日本の文章殊に官庁で用ゐられた相互の又は官庁と民間の交渉文章殊に当時軍隊
等などにて用ゐられていた奇怪な候文を廃して敗戦後始めて行はれて来たやうな官庁間に
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平易の口語体の往復文とすることを自ら始め又或る仙台の官庁長及び会社長などが定期に
集つて居た木曜会なる会で提案したところが或る大会社の社長がどうも我々は諸葛孔明の
出師表のやうな文章でないと感興がないと云つて不賛成を唱へた、大部分の日本人は程度
の差こそあれ自らはそんな馬鹿なことがなどゝいひながら、此の人と同じくなお漢文で考
へてをるであらう。
熊谷は「我々の書くべき文章」は、「文章を書くと云ふ漢文的の書き方を止めて、吾々の考へ
てをることを率直に表現すること」「論理的に反省して書くこと」「センテンスを短かくするこ
と」が必要であると結んでいる。熊谷総長期に行われた事務改革が、熊谷の思想を基礎になさ
れていることが事務文書の口語化の事例から窺い知ることができよう。
2 　式辞草稿の立案
（1）熊谷総長期における式辞
医学部教授の藤田敏彦の回想によれば、「今一つ感心して居ることは、熊谷君のラジオ放送
が素人にも分かりやすいことであった。可なり昔のこと、朝七時頃かと覚える。医局向けの専
問的の放送があったものだが、往々固い文章語で、しかも早口に読み（？）上げられるので、
医師にしても早速には理解しにくいと思うことさえあったのに、熊谷の話し言葉は甚だ分り易
かった。そのことを君に話すと、君は、原稿を書いてから一度、夫人に読み聞かせた上で放送
すると答えた。放送に限らず、他の講演でも、やはりそうしたのであったらしい」12）と、熊谷
が医学部教授時代に講演原稿を作成するに際して、熊谷は固い文章ではなく分り易い話し言葉
を心掛け、夫人に読み聞かせて推敲していたとされている。医局時代に比較すれば総長就任に
よって学内外における式典や講演などは飛躍的に増加したものと考えられるから、事務文書の
口語化と同様に、総長自身が式典などで朗読する式辞の立案には熊谷の意向が強く反映された
ことが想定されよう。次に、熊谷総長期の式辞の立案の動向から、熊谷と事務改革の関係を検
討していきたい。
熊谷が総長を務めた時期における式辞については、東北大学史料館所蔵の歴史公文書の中に
まとまった形で存在しており13）、また熊谷の個人文書の中に手書きの草稿が存在している14）。
これらをまとめたのが表である。表は式辞を作成年月日順に並べた上で筆者が便宜的に番号を
振ったものであるから、資料上の配列とは異なる。
現存する式辞の草稿は、熊谷自身が起草したものと、東北帝国大学の事務官が起草するもの
が存在する。以下、それぞれについて考察を加えていこう。
（2）熊谷自らが起案する場合
熊谷岱蔵文書に残る83番の「青森医学専門学校開校式祝辞」については、熊谷の直筆である。
推敲過程がわかるので、冗長になるが全文を掲げよう（太字の部分は加筆である）。
　　青森医学専門学校開校式祝辞
　只今世界ハ未曽有の動乱の中ニあり、吾我国ハ建民は崇高なる肇国の精神に則つてを体し
て頑敵撃滅の一点に総力を結集致して居ります。此の際戦力増強に至大の関係を持つ国民
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表　熊谷総長期における式辞一覧
番号 年月日 タイトル【内容補記】 形式 典拠
1 昭和15年 9 月 4 日 総長訓辞案（開始之際）・訓示案（終了之際）【集団的勤労作業】 手書き（坂本） ①
2 昭和16年 2 月 7 日 弔辞（故山川教授告別式於医学部中央講堂） タイプライター ①
3 昭和16年 2 月11日 紀元節式典訓辞案 手書き（坂本） ①
4 昭和16年 2 月11日 紀元節式典訓辞 手書き ①
5 昭和16年 2 月11日 総長訓辞【皇紀2601年紀元節式典】 タイプライター ①
6 昭和16年 2 月24日 祝辞（宮城県青少年団結成式於宮城県会議事堂） タイプライター ①
7 昭和16年 3 月 5 日 祝辞（育英中学校卒業式） タイプライター ①
8 昭和16年 3 月 8 日 祝辞（東北学院卒業式） タイプライター ①
9 昭和16年 3 月10日 祝辞（仙台市青少年団結成式） タイプライター ①
10 昭和16年 3 月12日 祝辞（仙台高等工業学校卒業式） タイプライター ①
11 昭和16年 3 月16日 祝辞（東北帝国大学医学部同窓会発会式） タイプライター ①
12 昭和16年 4 月28日 祝辞【仙台地方航空機乗員養成所開所式】 タイプライター ①
13 昭和16年 5 月 1 日 宣誓式告辞（昭和十六年五月一日） タイプライター ①
14 昭和16年 5 月 2 日 祝辞（仙台市制施行五十三周年記念式祝辞） タイプライター ①
15 昭和16年 5 月 4 日 式辞（五月四日）【第17回東北学生馬術競技大会】 タイプライター ①
16 昭和16年 5 月 9 日 東北文化運動の意義【放送原稿】 タイプライター ①
17 昭和16年 5 月22日 告辞（五月二十二日勅語奉読式） タイプライター ①
18 昭和16年 6 月 1 日 祝辞【松下の碑建立】 タイプライター ①
19 昭和16年 6 月 4 日 東北美術家協会発会式祝辞　昭和十六年六月四日於ブラザー軒 タイプライター ①
20 昭和16年 6 月 6 日 祝辞案（県立第一中学校創立五十周年記念式） タイプライター ①
21 昭和16年 6 月 6 日 祝辞（人口問題東北地方協議会） タイプライター ①
22 昭和16年 6 月 9 日 祝辞【宮城県中等学校報告団結成式】 タイプライター ①
23 昭和16年 6 月21日 祝辞（市立仙台中学校清祓式並落成式） タイプライター ①
24 昭和16年 6 月22日 報国会帆走部発会式に於ける式辞 タイプライター ①
25 昭和16年 7 月 7 日 告辞（昭和十六年七月七日支那事変満四周年記念日） タイプライター ①
26 昭和16年 7 月24日 祝辞（宮城県実業教育振興会発会式） タイプライター ①
27 昭和16年 8 月10日 式辞【農学研究所女川実験所研究調査船こがね丸進水式） タイプライター ①
28 昭和16年 9 月20日 公開講演会挨拶（日本諸学振興委員会公開講演会） タイプライター ①
29 昭和16年10月 3 日 訓辞（十月三日勅語奉読式） タイプライター ①
30 昭和16年10月 4 日 祭文【日中戦争戦没者慰霊祭】 タイプライター ①
31 昭和16年10月 7 日 訓辞（十月七日報国隊結成式） タイプライター ①
32 昭和16年10月 7 日 防護団査閲訓辞（十月七日） タイプライター ①
33 昭和16年10月31日 総長挨拶（本多記念館献納式） タイプライター ①
34 昭和16年11月 2 日 祝辞（日本金属学会賞授与式） タイプライター ①
35 昭和16年11月 4 日 総長挨拶（中等教員養成長期講習会） タイプライター ①
36 昭和16年11月 8 日 祝辞（日本化学研究会創立十五周年記念会） タイプライター ①
37 昭和16年12月 7 日 祝辞案【仙台市国民学校音楽コンクール優勝記念合唱祭】 タイプライター ①
38 昭和16年12月 9 日 訓辞【対米英宣戦布告に関する詔書奉読式】 タイプライター ①
39 昭和16年12月26日 祝辞案（東北薬専第一回卒業式） タイプライター ①
40 昭和16年12月27日 祝辞案（思想国防報国隊結成式） タイプライター ①
41 昭和16年12月28日 告辞【第29回卒業証書授与式】 タイプライター ①
42 昭和16年12月28日 岡田前中央気象台長紹介（十二月廿八日） タイプライター ①
43 昭和17年 2 月 1 日 弔辞案【法文学部助教授鈴木権三郎の病死】 タイプライター ①
44 昭和17年 2 月 1 日 式辞（日本氷上剣道会宮城支部発会式） タイプライター ①
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45 昭和17年 2 月10日 弔辞【名誉教授関口蕃樹の病死】 タイプライター ①
46 昭和17年 2 月18日 挨拶（大東亜戦争戦捷第一次祝賀記念講演会） タイプライター ①
47 昭和17年 2 月18日 戦捷第一次祝賀式挨拶　昭和十七、二、十八日　於評定河原 タイプライター ①
48 昭和17年 3 月 9 日 祝辞案（機械化国防協会東北支部発会式） タイプライター ①
49 昭和17年 3 月 9 日 祝辞案（育英中学校卒業式） タイプライター ①
50 昭和17年 3 月21日 挨拶案（藤原松三郎教授謝恩会） タイプライター ①
51 昭和17年 4 月 1 日 告辞【入学宣誓式告辞】 タイプライター ①
52 昭和17年 4 月 2 日 挨拶案【臨時附属医学専門部の入学式】 タイプライター ①
53 昭和17年 4 月18日 仙台陸軍病院第七十二回創立記念式挨拶案（四月十八日） タイプライター ①
54 昭和17年 4 月21日 国民学校教員長期講習会終了式祝辞案 タイプライター ①
55 昭和17年 4 月22日 御親閲拝受一週年記念式祝辞案（四月廿二日） タイプライター ①
56 昭和17年 5 月 3 日 式辞【第18回東北学生馬術競技開催】 タイプライター ①
57 昭和17年 5 月 3 日 機甲訓練所入所式祝辞案（五月二日） タイプライター ①
58 昭和17年 5 月22日 勅語奉読式告辞（五月二十二日） タイプライター ①
59 昭和17年 5 月　日 故栗生教授告別式弔辞案【法文学部教授栗生武夫の病死】 タイプライター ①
60 昭和17年12月16日 弔辞案【東北帝国大学書記飯坂春雄の病死】 タイプライター ②
61 昭和18年 1 月18日 弔辞案【金属材料研究所経理係長砂金武雄の死去】 タイプライター ②
62 昭和18年 3 月 2 日 宮城県立仙台第一中学校卒業式祝辞案 タイプライター ②
63 昭和18年 3 月19日 祝辞案【東北六県主催国民学校訓導長期講習会修了式】 タイプライター ②
64 昭和18年 4 月 7 日 告辞案（医専入学式） タイプライター ②
65 昭和18年 4 月 8 日 告辞（臨教入学式） タイプライター ②
66 昭和18年 4 月11日 祝辞【宮城県塩釜中学校開校式】 タイプライター ②
67 昭和18年 4 月15日 弔辞案【金属材料研究所実験補助菅原繁男の戦死】 タイプライター ②
68 昭和18年 4 月23日 祝辞案【財団法人大日本体育会宮城県支部発会式】 タイプライター ②
69 昭和18年5月1日 弔辞案【金属材料研究所助教授柴田仁作の病死】 タイプライター ②
70 昭和18年8月8日 弔辞案【講師鹿又貞治郎の戦死】 タイプライター ②
71 昭和18年8月25日 臨時救護幹部練成講習会開講式辞案 タイプライター ②
72 昭和18年8月28日 故市原通敏弔辞案【工学部教授の戦死】 タイプライター ②
73 昭和18年8月31日 故教授市原通敏弔辞【戦死】 タイプライター ②
74 昭和18年9月1日 故教授長尾巧弔辞【病死】 タイプライター ②
75 昭和18年9月21日 第三回東北薬学専門学校卒業式祝辞 タイプライター ②
76 昭和18年9月23日 告辞【卒業証書授与式告辞】 タイプライター ②
77 昭和18年9月23日 加茂正雄先生紹介【卒業証書授与式の記念講演の講師】 タイプライター ②
78 昭和18年10月1日 告辞【入学宣誓式告辞】 タイプライター ②
79 昭和18年10月8日 無題【大詔奉戴日の学生壮行大会告辞】 タイプライター ②
80 昭和18年10月18日 出陣学徒壮行式祝辞 タイプライター ②
81 昭和18年10月19日 昭和十八年十月十九日文化講義総長紹介の辞 タイプライター ②
82 昭和18年10月21日 第四回国民学校訓導長期講習会開会式祝辞 タイプライター ②
83 昭和19年5月1日 青森医学専門学校開校式祝辞 手書き（熊谷） ③
84 昭和19年11月18日 開会の辞（国際文化協会―十一月十八日）【仙台国際文化協会秋季講演会】 手書き ②
85 昭和19年11月20日 祝辞案【帝国在郷軍人会東北帝国大学聯合分会結成式】 手書き（坂本） ②
※典拠：①＝「〔式辞草稿綴〕」（総務 /2010/H66-1）、②＝「祝・弔・式詞綴 /昭和18年 8 月」（総務 /2010/H66-2）、③
＝「青森医学専門学校開校式祝辞」（熊谷岱蔵 / 2 ）
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保健の向上を図ることは、寸時も忽にすることの出来ない喫緊事であります。
　然るに、我国の衛生状態は如何と申しまするに、乳幼時児の死亡は文明国中尤最も多く、
青年の結核病の為めに倒れる人々が年々驚くべき多数に達して居り、その数は戦死又ハ戦
病死する人々より多い現状はでありまして、戦力増強の大いなる障碍となつて居る実情で
あります。
　是れは寔に寒心に堪へないのでことであり、由々しき一大事と存ずるのであります。是れ
ハ銃後の事でありますがまして、医師の充実は真に重要のことと申なさければなりません。
殊に第一線に於ては軍医を要すること非常の数に上つて居りるのであります。
　是れが対策を講するに当り、尤最も緊要なることは医師を急速に多く増加することゝ、其
の質の向上を図ることであります。文部当局ニ於いては茲に見る所あり、急速に我国の医
師を増加する為め医学専門学校を増設することになりました所、青森県御当局に於かれま
しては克くこの趨勢に着目せられ、政府の意図に賛せられて医学――――専門学校を当市
に招致せられ、茲に東北地方唯一の官立医学専門学校が創設せられましたことは、現下の
国家的要請に最も適つたことでありまして、本日芽出度開校の盛典を迎へられまする迄の
県御当局の並々ならぬ御苦心と県民各位の御熱心なる御協力に対しましては、茲に深甚な
る敬意を表するものであります。
　此の機会に御列席の生徒諸子に一言御挨拶申上けます。諸子は克く現局を認識せられ、荷
せられた使命の重大なることを御自覚の上、医学の研鑽に刻苦勉励せられることは勿論の
ことでありまするが、医師と云ふものは他人を助ける天職であると云ふことを思惟し深く
心に刻み、医学を学び初始める今日から自分は病める気の毒な人を助ける為めに生まれて
来たものであると云ふ心掛けを修練する必要があります。即、医師の医術を習ふことゝと
共に、医師の心構へを習ふことが必要であります。病人に対しては欲する所なく求むる所
なく、唯々大慈悲惻隠の心を発し其の貴賤貧富長幼を問ふことなく、老人を見れば自分の
親と考へ幼少を見ては自分の子弟なりと考へるやうにいたし度いものであります。諸子は
それと同時に青年学徒なるの徳操識見を陶冶し医学報国の実を挙げられますやう精進を望
みます。
　茲に本校の前途を祝福致しますと共ニ、丸井校長先生初め諸先生各位並に生徒諸子協心協
力優秀の成果を収められますやう希望を申述べ、祝辞に代へる次第であります。
　　昭和十九年五月一日
 東北帝国大学総長
 熊谷岱蔵
文章は口語体であり、また夫人に読み聞かせたかどうかは判然としないが、「思惟し」を「深
く心に刻み」とするなど、聞き手に配慮をした修正が施されている。熊谷自らが起案したのは、
おそらく自身と同じ医者を輩出する専門学校という事情によるものであると思われる。
（3）事務官が起案する場合
しかし、熊谷が起案するより圧倒的に多かったのが、東北帝国大学事務局に所属する事務官
による起案であった。表に掲げた式辞のほとんどを収録している「〔式辞草稿綴〕」と「祝・弔・
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式詞綴 /昭和18年 8 月」は、ともに東北帝国大学庶務課の管理していた文書で、2010年 3 月末
に庶務課の後継部局である総務部総務課から東北大学史料館に移管された文書中に含まれてい
る15）。東北帝国大学の処務規程・事務分掌規程によれば、「儀式ニ関スル事」が庶務課の職掌
として明記されているから、基本的に式辞の起草は庶務課の職掌として行われたものと考えら
れ16）、実際に前者の表紙には「庶務課」、後者の裏表紙には「東北帝国大学本部庶務課」と明記
されている。
「〔式辞草稿綴〕」と「祝・弔・式詞綴 /昭和18年 8 月」に収められている式辞はタイプライ
ターによって打ち込まれたものがほとんどであるので、それがどのような経緯で作成されたの
かは詳らかではない。ただし、一部であるが起案過程がわかる式辞案が存在する。表の 3 ～ 5
番は、全て1941年 2 月11日の紀元節式典における総長訓辞に関する式辞草稿であるが、文言の
修正などから考えて、まず 3 番の草稿が手書きで作成され、これが清書された 4 番の草稿が作
成されて多少の修正を行ったのち、タイプライターによって 5 番の案が作成されたことがわか
る。
ここで注目したいのが、 3 番を含め、手書きの原稿の多くを坂本都留吉という学生課の事務
官が起案をしているという点である。特に 1 番については、坂本が起案したのちに学生課内に
稟議され、廣濱嘉雄学生課長（法文学部教授）が決裁を行っている。学生課は学生の監督を司
る組織であり17）、入学宣誓式などを除けば式典に関与する課ではない。また85番の帝国在郷軍
人会東北帝国大学聯合分会結成式の祝辞案も坂本の手になるものであり、熊谷総長期の式辞案
については、その多くを坂本が立案していた可能性がある。
第 3節　熊谷岱蔵と事務官任用
（1）式辞草稿の起案者
坂本都留吉（1906～1955）は静岡県出身、静岡県立浜松商業学校・神戸高等商業学校を経て
1928年 4 月に東北帝国大学法文学部に入学し、哲学科を専攻した。指導教官は西洋哲学の研究
者である小山鞆繪（1884～1976）である18）。1931年 3 月に文学士を授与され、同年 5 月10日に
は哲学研究のため、東北帝国大学大学院に入学している。1933年 4 月25日に大学院を退学し、
9 月 1 日東北帝国大学副手（法文学部勤務）を嘱託、1934年 3 月21日には東北帝国大学助手と
なるが、同年11月30日に依願免本官となり、同日副手を嘱託。1935年 6 月28日に宮城県師範学
校教諭、1937年 3 月に宮城県青年学校教員養成所教諭を兼任している。東北帝国大学の事務官
となるのは1940年 7 月22日、東北帝国大学学生主事補として学生課の勤務となってからである。
12月12日に庶務課兼務を命じられ、1942年 8 月29日に学生主事に昇任している。事務を執るか
たわら、1943年には東北帝国大学講師を嘱託され法文学部勤務となっている。戦後は1946年に
東北帝国大学事務官兼東北帝国大学助教授に任じられ、学生部補導課長、1947年学生部教養課
長を歴任した。1949年 3 月31日に山形高等学校教授に転じ、 6 月30日には山形大学助教授（文
理学部勤務）に就任、山形大学山形高等学校教授を兼務している（兼務は1950年解除）。1951年
には山形大学教授に昇任したが、1955年 3 月在職のまま死去している19）。
坂本と熊谷の関係を考える上で興味深いのが、1940年10月16日に坂本が振興委員会の書記に
なっている点であろう。振興委員会は1940年 9 月に「東北帝国大学ノ振興ニ関スル事項」を審
議する機関として設置されたもので、総長主導で「改革」を進めることを主眼とする熊谷の肝
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入りの機関であった20）。振興委員会の委員には学生課長たる法文学部教授を含むから、学生課
の事務官が含まれていても不思議ではないが、熊谷が何らかの意図をもって坂本を起用したと
も考えることもできるのではなかろうか。
（2）任用の意図
熊谷はなぜ、坂本のような人物に式辞草稿を起案させたのであろうか。そのことを考える手
がかりとして、熊谷が1941年10月の『文芸春秋』に寄稿した「官界新体制の基本的なるもの」
21）が参考になろう。「官界新体制」とは、第二次近衛文麿内閣における政治体制強化の一環とし
て、同年 7 月26日閣議決定「基本国策要綱」において新国民組織の確立・議会制度改革・経済
新体制と並んで「官場新体制ノ確立」が掲げられ、内閣制度強化や行政機構の統廃合、官吏制
度改革、事務の簡素化・迅速化などが企図されたものである22）。
熊谷は、「高度国防国家体制建設の為めには政治、経済文化等国内体制の各種の方面に亙つて
改革刷新を要するものが多々ある」として、「官吏制度の改善、行政機構の整備、官庁事務の能
率増進等官界新体制の急速なる樹立が要望せられて居る」とする。具体的には「官庁事務の一
元化とか、属僚中心の行政を改めるとか、会計制度又は統制法規の平易簡易化とか其の他色々
の案」が提唱されているものの、熊谷の考える「其の根本をなすもの」は「畢竟官吏又は夫々
職場にあつて事務を担当する人其の者の良否」であるとする。
そもそも、熊谷は現今の官吏の任用には以下のような問題点があると指摘する。
　大体から云つて今日技術者より官吏となるもの以外は大部分大学又は専門学校の法科出身
者であり、此の種の人々は単に法律を以てすれば万事が事足り、法律を造れば政治をし事
務を執り得ると云ふ共通理念に捉はれて居る。高等文官資格試験なるものも昭和十七年度
以後は国史が入つて国家観念の素養の有無を検せられて、多少の改善を見る事となつたの
であるが、其の主とするところは、矢張り率直に云つて如何に法理法律を記憶したかを試
験されるに過ぎない。其の平生の思想如何、人物如何、修養如何等の事は殆ど問題にされ
ない。そこで学校に籍さへ置いて居れば学校に出ようと出まいと、下宿に寝て居らうと、
カフヱーに流連荒亡して居ようと、当の試験場裡に優れた暗記力さへ示せばそれで官吏の
資格を得られると云ふ様な事情にある。
熊谷がなかんずく問題とするのは、「必ずしも官吏の教育をする必要はないが、実際には本邦
に於ては政治家、司法官、弁護士事務家の養成所」として機能している「大学」が、「法律一点
張りの教育」を行っている点である。「法律一点張りの教育を受けたものの弊」は、「専門の学
術を軽視する事」により「自ら定めた法律に制限せられ小天地に跼蹐して雄大豪壮の気風に欠
け」、「其の思考する所も論理や哲学で訓練せられた事がないから深い情味もなく高遠の理想も
あり得ない」とする。また、「法科文科等の学生となると古来の伝統の然らしむところか筋肉労
働を極度に卑しとする風習」があり、「一般に云ふと官吏なるものは身体が虚弱」で「健康なる
考へが出し得ない者が沢山」という状態だという。「然らば此の官吏の養成教育を如何にすれば
よいか」。熊谷はその対案として以下のような提案をする。
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　其の具体案如何と云ふに、教授科目として第一に必要な事は法律や経済ばかりでなく哲学
や歴史等を教授する必要がある。又科学概論の如く自然科学に関するものを教へる事が大
切であらう。又其の教授の方法に於ても只教室にて講義を聴かせるのみで無く小人数の集
団として質疑応答又は討議をして学生一人一人に就き其の個性を呑み込み、其の素質に従
つて教育し、教育の結果に就いても果して十分に理解して居るか否かを検討して見る。所
謂演習の遣り方である。斯くして是等の講義又は演習の他に必習科目として体育をやる。
組織的な訓育を兼ねた運動、体操又は剣道、柔道等を行ふ。更に教練等を課して規律的生
活の訓練をする事も適当であらう。
官吏の専らとする法律や経済だけではなく、哲学や歴史などの科目を教授する必要性が説か
れ、自然科学や体育などの重要性も述べられている。そして、「此の行政官吏、判検事等に文化
的教養を与へて深みのある官吏、法官を作らうとする意図は、決して新しいものではない。此
の理想を現実にしたものが東北帝大、九州帝大、京城帝大等の法文学部であり、又台北帝大の
文政学部である」と、熊谷が総長をする東北帝国大学の法文学部がまさにその方針を実践する
養成機関として位置づけられている。
熊谷は「官界新体制の樹立」につき、「此の種の改革刷新を要するもの独り官界に止まらない。
二三の例外を除いては民間の会社銀行乃至個人の事務に於ても非能率的なること甚しいものが
あり、官界との相違は五十歩百歩である」と、事務改革の必要性は官界に止まらないと考えて
いた。如上の考えを踏まえると、熊谷が坂本を起用したのは、坂本が東北帝国大学の法文学部
出身であり、哲学や歴史の素養を身につけた人物であったからと言うことができるのではない
か。式辞の草稿の起案も、熊谷の企図する事務改革の一環として位置づくものであることが、
その起案を担当した坂本の人物像を通じて知られるのである。
おわりに
熊谷総長期に行われた事務文書の口語化・式辞草稿の立案は、いずれも熊谷の企図する事務
改革の一環であったと考えることができる。ただし、式辞草稿の立案に限って言えば、熊谷以
前において哲学などの素養を身につけた人物が携わる慣行がなかったのかと言えば、必ずしも
そうではない。熊谷の前任者である本多光太郎総長期においては、濱田耕作京都帝国大学総長
の死去に対する弔辞案など、庶務課員が起草する例がみられる一方で、1938年日中戦争の徐州
作戦において戦死した東北帝国大学法文学部 3年生に対する弔辞案は「武内教授案」、すなわち
法文学部教授として中国哲学を専門とし、当時学生課長も務めていた武内義雄（1886～1966）
が起草していたことがわかる23）。熊谷の思想との関係と同時に、当時の庶務課と学生課がどの
ように事務を分担していたのかも考える必要があろう。
ともあれ、大学の運営に総長である熊谷の思想が少なからぬ影響を与えていることが、事務
改革の事例から明らかにできたのではなかろうか。熊谷の思想と戦時期の東北帝国大学におけ
る研究体制構築・管理運営の関係については、今後の検討課題としたい。
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